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淀川河口の漂着ゴミ調査の実施 

 ７月２７日（月）淀川河口の漂着ゴミの調査を行ってまいりました。２週間前には同じ場所で地元ＮＰＯの皆

様と清掃活動を行ったばかりなのに、またゴミの増えた現状を見て学生達は驚いていました。先日の大雨により

増水し、大潮の満潮時と重なったので、ものすごい量のゴミが流れ着いたとのことでした。そのほとんどはプラ

スチック製品です。圧倒的多数を占めるのはペットボトルと発泡スチロールと袋類です。このあたりは海も近い

ため、潮が満ちてくる際に漁具も川を遡って打ち上げられています 

 

 ゴミを別にすれば、ゴカイが住めるような砂地が戻って

きた、ということを目の当たりにし、川の水もきれいにな

ったと実感できました。 

そこで、突然ですが、潮干狩りを行いました。ペットボ

トルのキャップを比較対象に横に並べてみたのですが、本

当に立派なシジミです。学生が持って帰ってお味噌汁にす

ることになりました。淀川のシジミなんて食べられるの？

と思った方、梅田の阪神百貨店では「魚庭の鼈甲しじみ（な

にわのべっこうしじみ）」として売られているのです！ち

なみに「魚庭」は「なにわ」の語源のひとつ、とされてい

るそうです。 
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